
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級目標は「こんなクラスを作りたい」という子どもの願いを込めるものです。折に触れこの目

標を見上げ、自分たちの言動について振り返るものです。学級の方向やあり方を決める大切な指

針となります。学級に対する「生徒一人ひとりの願い」と「教師の願い」のよりどころとなる学級目

標です。一年間、いろいろなことがあると思います。楽しいことも、けんかすることも、悲しいことも、

どんなことがあっても、クラスみんなの向かう方向は同じであってほしいと思います。クラスのみん

なの気持ちを一つにする、そんな学級目標になっていくよう、一年間大事にしていきましょう。 

こだわりの学級目標は、学級だけでなく、校内にも掲示！ 

学級目標が、いつでもどこでも意識し、言えるようになることは大切なことです。尾倉中では、学

校生活の中心となり、全校生徒が心穏やかに登校し、下校してほしい「学年の階段横」や来校者の

方が見ることができる校長室へ掲示する予定です。他のクラスの学級目標を意識することも、視野

が広がる大事な視点です。さあ、令和４年度の学年目標、学級目標を紹介します！ 

学級 学年目標・学級目標 

１年学年目標 学校は勉強するところです 学校は仲良くするところです 

１年１組 呵呵大笑 ～明るく 元気に 笑顔あふれるクラス～ 

１年２組 Ｂｒｉｇｈｔ ａｎｄ Ｆｕｎ！ ～明るく 楽しく 支え合えるクラス～ 

２年学年目標 
S T E P 
S スマイルで思いやりと感謝 T ティームで高める個人の力 
E エネルギーを楽しさとスキルに変換 P プラスアルファを目指す向上心  

２年１組 和叶笑楽 

２年２組 あきらめないCLASS ～明るい・協力・寅イ～ 

３年学年目標 結 優しく・賢く・逞しく ～自分の進路を自分で切り拓こう～ 

３年１組 Build a Legend ～個性的な英雄達～ 

３年２組 勇往邁進 ～進め、それぞれの道へ～ 

３組 Step ｂｙ Ｓｔｅp ～成長・挑戦・丁寧～ 

４組 百折不撓（ひゃくせつふとう） 

※４組（百折不撓の意味）：何度失敗して挫折感を味わっても、くじけずに立ち上がること。どんな

困難にも臆せず、初めの意志を貫くこと。 

４月に入学や進級をし、新しい仲間と一緒になりました。その瞬間のクラスは、ただ偶然で集まっ

ただけの集団です。これは、ただの「グループ」といえます。このただの「グループ」から「チーム・学

級・学年」へと成長するために必要なものがあります。それが「学級目標・学年目標」です。 

目標があるからこそ、チームのメンバーが進もうとする方向が決まります。同じ目標に向かって進

むことで、チームとしての力を発揮できるのです。 

もし、ばらばらの方向を向いたメンバーたちが「よーいどん」で飛び出してみてください。「クラス

全員がいい思いをしてほしいと思っている人」「自分だけがいい思いをすればいいと思っている人」

「何も頑張ろうと思っていない人」ばらばらの思いをもった状態でスタートするとどうなるでしょうか。

それぞれが違った方向に進んでしまいますね。また全く進もうとしない人も出てくるかもしれません。 

だから、みなさんがチームとして動くためには、目標となる「道しるべ」が必要なのです。メンバー

の「どこに向かう」という気持ちや考えが統一されることで、初めてチーム（学級）として機能するよ

うになるのです。 

みなさん一人一人の、「こんなクラスにしたい」という願い。これが大切です。そして、その「こん

なクラス」を実現させる方法が学級目標となるのです。みなさんは自分のクラスで何を目指します

か。どんな思い出を作りたいですか。その願いを込めた学級目標を達成するために全員で頑張り

ましょう！ 
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令和４年５月２７日（金）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

学級から学年そして未来へと輝く学校へ 
～尾倉中学級づくりの基盤である学級目標の位置付け～ 

保護者の皆様へ 
（学級目標の設定）～生徒、保護者、教師の思いや願いを生かす集団目標づくり～ 
新年度になり生徒が入学・進級し、新たな学級での生活が始まり約２か月が経ちました。
生徒は、この一年間を過ごす学級に対して「こんな学級にしたい」という思いや願いをもって
います。また、大切な我が子を預ける保護者も同様に「こんな学級にしてほしい」という思い
や願いをもっています。 
生徒を預かる学級担任の教師は、学級の経営者、教育者として、自校の学校教育目標や
当該学年の学年目標の具現化を目指して、どのような学級づくりを進めていくのかという学
級経営の構想に思いを巡らします。 
これら生徒、保護者、教師それぞれの思いや願いをまとめ、目指す学級の姿を表したもの
が学級目標です。一年間の日常の学級生活において、常に生徒と担任教師が意識して共通
に取り組むべき目標となります。 

① 熱中症予防のために、水分は多めに持ってきましょう。 

② 部活動終了後は保護者の方が心配するので、速やかに下校しましょう 

（途中でおしゃべりなどして遅くならないように）。 

③ 体調が悪い時は無理をせず、しっかり休んで登校しましょう。 


